
CIMC アクセスの設定

この章では、Eシリーズサーバのインターフェイスの概要と、Eシリーズサーバが ISR G2と
Cisco ISR 4451-Xにインストールされたときに CIMCアクセスを設定する手順について説明しま
す。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• CIMCアクセスの設定：ISR G2, 2 ページ

• CIMCアクセスの設定：Cisco ISR 4451-X, 15 ページ

• CIMC設定ユーティリティによる CIMCアクセスの設定, 31 ページ

• スクリプトファイルによるネットワークのスタティック設定の定義, 33 ページ
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CIMC アクセスの設定：ISR G2

E シリーズサーバインターフェイスの概要：ISR G2
次の図は、倍幅 Eシリーズサーバおよび ISR G2ホストルータのインターフェイスを示します。

図 1：ダブルワイドの E シリーズサーバインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

コンソールインターフェイスと

も呼ばれます。このインター

フェイスは、ルータの PCIeイン
ターフェイスを Eシリーズサー
バに接続します。 PCIeインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 3GEリ
ンクを提供します。 CIMC設定
でもホストオペレーティングシ

ステム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータの PCIe slot/0イン
ターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFVLANイン
ターフェイスは、ルータと Eシ
リーズサーバ間の内部レイヤ 2
GEリンクを提供します。このイ
ンターフェイスは、CIMC設定で
もホストオペレーティングシス

テム設定でも使用できます。

内部インターフェイスルータのMGF slot/1 VLAN
インターフェイス

2

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

外部インターフェイス管理（専用）インターフェ

イス

3

プライマリインターフェイスま

たはバックアップインターフェ

イスとして使用されます。この

インターフェイスは、CIMC設定
でもホストオペレーティングシ

ステム設定でも使用できます。

GE3インターフェイス
は、ダブル幅 Eシリー
ズサーバだけで使用で

きます。

（注）

外部インターフェイスGE3インターフェイス4

プライマリインターフェイスま

たはバックアップインターフェ

イスとして使用されます。この

インターフェイスは、CIMC設定
でもホストオペレーティングシ

ステム設定でも使用できます。

外部インターフェイスGE2インターフェイス5

CIMC アクセス設定オプション：ISR G2
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、外部管理（専用）インターフェイスか、次のいずれかの共有LOM
インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

◦ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス

◦ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス

◦ Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス
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•ローカルユーザの場合は、Cisco IOS CLIまたはCIMC設定ユーティリティを使用してCIMC
アクセスを設定します。

E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設
定：ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 2：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用

して CIMCアクセスを設定します。「 Eシリーズ
Router (config-if)# imc
access-port dedicated

ステップ 5   

サーバインターフェイスの概要：ISRG2」の 3番目
の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router (config-if)# no shutステップ 6   

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 7   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コ

ンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 8   

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションとして

保存します。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 9   

次の例は、サーバの外部 IMC専用インターフェイスを使用してCIMCアクセスを設定する方法を
示しています。

Router> enable
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Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port dedicated
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

共有 LOM による CIMC アクセスの設定：ISR G2
CIMCアクセスを設定するには、次の共有 LOMインターフェイスのいずれかを使用します:

•ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイス

•ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイス

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

ルータの内部 PCIe Slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定：ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイ
スを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 3：ルータの内部 PCIe Slot/0 コンソールインターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。
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• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address subnet
mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 5   

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイ
スに明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのイン
ターフェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 9   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保
持しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必

要があります。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマン
ドでは、デバイス間のポイントツーポイント

インターフェイスが作成されます。ブロード

キャストはサポートされません。

注意

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを指定します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask

ステップ 10   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。default-gateway
cimc-gateway-ip-address • subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット

マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

ルータの PCIe slot/0（コンソール）インターフェイス
を使用してCIMCアクセスを設定します。「Eシリー

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom
console

ステップ 11   

ズサーバインターフェイスの概要：ISR G2」の 1番
目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 12   

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 13   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address subnet-mask
ucse slot/port

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• slot/port：Eシリーズサーバがインストールされ
るスロットとポート。

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 16   

ルータの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイ
スを経由したルータから CIMCへの接続を確認しま
す。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show
running-config

ステップ 18   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレーションとして保

存します。

Router# copy
running-config
startup-config

ステップ 19   

次に、サーバの内部 PCIe slot/0コンソールインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る例を示します。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom console
Router(config-if)# no shut
Router(config)# end

Router# configure terminal
Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 2/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config
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ルータの内部 MGF Slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを
使用して CIMCアクセスを設定します。

図 4：ルータの内部 MGF Slot/1 VLAN インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

*サポートされる Cisco EtherSwitch EHWICの一覧については、「サポートされている Cisco
EtherSwitch EHWICおよび Cisco EtherSwitchサービスモジュール」を参照してください。

（注）

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

VLANを表示します。Router# show vlan-switchステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 3   

指定した VLAN番号の VLANコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# interface
vlan vlan-number

ステップ 4   

VLANの IPアドレスを指定します。Router (config-if)# ip address
vlan-ip-address subnet mask

ステップ 5   

• vlan-ip-address：VLANの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスク。

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 6   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 7   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 8   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要が
あるデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定
します。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 9   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネッ
トマスクであり、ホストルータと同じサブ

ネットに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲート
ウェイの IPアドレス。

ルータの内部 slot/1 MGF VLANインターフェイス
を使用して CIMCアクセスを設定します。「 Eシ

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom GE1

ステップ 10   

リーズサーバインターフェイスの概要：ISRG2」
の 2番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router (config-if)# no shutステップ 11   

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

ルータの内部MGFslot/1 VLANインターフェイス
を経由したルータから CIMCへの接続を確認しま
す。

Router# ping cimc-ip-addressステップ 13   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行

コンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 14   

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションとし

て保存します。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 15   

次の例は、ルータの内部MGF slot/1 VLANインターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定す
る方法を示しています。

Router> enable
Router> password
Router> show vlan-switch
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
1 default active Gi0/0/0, Gi0/0/1, Gi0/0/2

Gi0/0/3, uc2/1
Router# configure terminal
Router(config)# interface vlan 1
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# end

Router# configure terminal
Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE1
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

E シリーズサーバの外部 GE2 または GE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：ISR G2

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。
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次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 5：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。
パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
トとポート用のインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要があ
るデフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定し
ます。

Router (config-if)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネッ

トに属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

Router (config-if)# imc
access-port shared-lom {GE2
| GE3}

ステップ 5   

「 Eシリーズサーバインターフェイスの概要：ISR
G2」の 4番目と 5番目の項目を参照してください。

インターフェイスが管理上のアップ状態になりま

す。

Router (config-if)# no shutステップ 6   

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config-if)# endステップ 7   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コ

ンフィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 8   

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションとして

保存します。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 9   

次の例は、サーバの外部GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する方法を示し
ています。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface ucse 2/0
Router(config-if)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-if)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# end

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config
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CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4451-X

E シリーズサーバインターフェイスの概要：Cisco ISR 4451-X
次の図は、ダブル幅の Eシリーズサーバおよび Cisco ISR 4451-Xホストルータのインターフェイ
スを示します。

図 6：ダブルワイドの E シリーズサーバインターフェイス

説明インターフェイスの場所インターフェイス

高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 2GEリ
ンクを提供します。このイン

ターフェイスは、CIMC設定でも
ホストオペレーティングシステ

ム設定でも使用できます。

このインターフェイス

は、Eシリーズサーバ
の内部 GE0インター
フェイスにアクセスす

るために使用されま

す。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse slot/0/0 イン
ターフェイス

1
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高速バックプレーンスイッチ上

で CIMCにアクセスするために
使用されます。MGFインター
フェイスは、ルータと Eシリー
ズサーバ間の内部レイヤ 2GEリ
ンクを提供します。このイン

ターフェイスは、CIMC設定でも
ホストオペレーティングシステ

ム設定でも使用できます。

このインターフェイス

は、Eシリーズサーバ
の内部 GE1インター
フェイスにアクセスす

るために使用されま

す。

（注）

内部インターフェイスルータの ucse slot/0/1イン
ターフェイス

2

Eシリーズサーバの内部 NICイ
ンターフェイス。

内部インターフェイスGE0および GE1インター
フェイス

3

CIMCの設定と管理に使用されま
す。

External Interface管理（専用）インターフェ

イス

4

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

GE3インターフェイス
は、ダブル幅 Eシリー
ズサーバだけで使用で

きます。

（注）

External InterfaceGE3インターフェイス5

CIMC設定でもホストオペレー
ティングシステム設定でも使用

できます。

External InterfaceGE2インターフェイス6

CIMC アクセス設定オプション：Cisco ISR 4451-X
リモートユーザであるかローカルユーザであるかに応じ、次のいずれかの操作を実行して CIMC
アクセスを設定します。

•リモートユーザの場合は、Cisco IOS CLIを使用して、次のいずれかのインターフェイスに
よって使用する CIMCアクセスを設定します。

◦ CIMC管理（専用）インターフェイス
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◦ Eシリーズサーバの内部 GE0およびルータの ucse slot/0/0インターフェイス

◦ Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse slot/0/1インター
フェイス

◦ Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス

•ローカルユーザの場合は、CIMC Configuration Utilityまたは Cisco IOS CLI（前述）を使用し
て CIMCアクセスを設定します。

E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設
定：Cisco ISR 4451-X

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部管理（専用）インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 7：E シリーズサーバの外部管理（専用）インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。
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• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

サーバの外部管理（専用）インターフェイスを使用し

て CIMCアクセスを設定します。 Eシリーズサーバ
Router (config-ucse)# imc
access-port mgmt or Router
(config-ucse)# imc
access-port dedicated

ステップ 5   

インターフェイスの概要：Cisco ISR4451-X, （15ペー
ジ）の 4番目の項目を参照してください。

• Cisco IOS XE Release 3.9Sをインストールした場
合は、imc access-port mgmtコマンドを使用しま
す。

• Cisco IOSXERelease 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port dedicated
コマンドを使用します。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレーションとして保存

します。

Router# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、サーバの外部管理インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する例を示します。
Cisco IOS XE Release 3.9Sだけに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port mgmt
Router(config-ucse)# end

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

次に、サーバの外部専用インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定する例を示します。
Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port dedicated
Router(config-ucse)# end

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

E シリーズサーバの NIC インターフェイスを使用する CIMC アクセスの設定：Cisco
ISR 4451-X

CIMCにアクセスするには、次の Eシリーズサーバの NICインターフェイスのいずれかを使用し
ます。

• Eシリーズサーバの内部 GE0およびルータの ucse slot/0/0インターフェイス

• Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスおよびルータの ucse slot/0/1インターフェイ
ス

• Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インターフェイス
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E シリーズサーバの内部 GE0 インターフェイスと Cisco ISR 4451-X ucse slot/0/0 インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの内部 GE0インターフェイスと
ルータの ucse slot/0/0インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。

図 8：E シリーズサーバの内部 GE0 インターフェイスとルータの ucse slot/0/0インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router (config-if)# exitステップ 6   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
ト、ポート、およびサブポートの ucseインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/0/0

ステップ 7   

（任意）ip unnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router (config-if)# exitステップ 10   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/port

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc
ip address cimc-ip-address
subnet-mask

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。default-gateway
cimc-gateway-ip-address • subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット

マスクであり、ホストルータと同じサブネットに

属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェイ
の IPアドレス。

Eシリーズサーバの内部GE0インターフェイスまたは
コンソールインターフェイスによるCIMCアクセスを

Router (config-ucse)# imc
access-port ge0 または
Router (config-ucse)# imc

ステップ 13   

設定します。 Eシリーズサーバインターフェイスの
access-port shared-lom
console

概要：Cisco ISR 4451-X, （15ページ）の 3番目の項
目を参照してください。

• Cisco IOS XE Release 3.9Sをインストールした場
合は、imc access-port ge0コマンドを使用します。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
consoleコマンドを使用します。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモード
を終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address subnet-mask
ucse slot/port/subport

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• slot/port/sub-port：Eシリーズサーバがインストー
ルされるスロット、ポート、およびサブポート。

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config)# endステップ 16   

ucse slot/0/0インターフェイスを経由するルータから
CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show
running-config

ステップ 18   

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレーションとして保存

します。

Router# copy
running-config
startup-config

ステップ 19   

次に、Eシリーズサーバの内部 GE0インターフェイスとルータの ucseslot/0/0インターフェイス
による CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.9Sにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port ge0
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

次に、Eシリーズサーバの内部コンソールインターフェイスとルータの ucseslot/0/0インターフェ
イスによる CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョ
ンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/0
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
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Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom console
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/0
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

E シリーズサーバの内部 GE1 インターフェイスと Cisco ISR 4451-X ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスと
ルータの ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMCアクセスを設定します。

図 9：E シリーズサーバの内部 GE1 インターフェイスとルータの ucse slot/0/1インターフェイスによる CIMC
アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   

ギガビットイーサネット 0/0/0のインターフェイスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマ
スクを指定します。

Router (config-if)# ip
address ip-address
subnet-mask

ステップ 4   

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router (config-if)# exitステップ 6   

Eシリーズサーバがインストールされているスロッ
ト、ポート、およびサブポートのucseインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。

Router (config)# interface
ucse slot/0/1

ステップ 7   

（任意）ipunnumberedコマンドは、インターフェイス
に明示的な IPアドレスを割り当てずに、そのインター
フェイス上での IP処理をイネーブルにします。

Router (config-if)# ip
unnumbered type number

ステップ 8   

• type：割り当てられた IPアドレスをルータが保持
しているインターフェイスのタイプ。

• number：割り当てられた IPアドレスをルータが
保持しているインターフェイスおよびサブイン

ターフェイスの番号。

アンナンバードインターフェイスは、一意

である必要があります。番号付けされてい

ない別のインターフェイスは指定できませ

ん。

（注）

ip unnumberedコマンドを使用する場合は、ip routeコ
マンドを使用してスタティックルートを作成する必要

があります。

ip unnumberedおよび ipv6 unnumberedコマンド
では、デバイス間のポイントツーポイントイ

ンターフェイスが作成されます。ブロードキャ

ストはサポートされません。

注意
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスが管理上のアップ状態になります。Router (config-if)# no shutステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

Router (config-if)# exitステップ 10   

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# ucse
subslot slot/port

ステップ 11   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc
ip address cimc-ip-address
subnet-mask

ステップ 12   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。default-gateway
cimc-gateway-ip-address • subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット

マスクであり、ホストルータと同じサブネットに

属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの内部GE1インターフェイスによる
CIMCアクセスを設定します。 Eシリーズサーバイ

Router (config-ucse)# imc
access-port ge1 または
Router (config-ucse)# imc
access-port shared-lom ge1

ステップ 13   

ンターフェイスの概要：Cisco ISR 4451-X, （15ペー
ジ）の 3番目の項目を参照してください。

• Cisco IOS XE Release 3.9Sをインストールした場
合は、imc access-port ge1コマンドを使用します。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
ge1コマンドを使用します。

ucseインターフェイスコンフィギュレーションモード
を終了します。

Router (config-ucse)# exitステップ 14   

スタティックルートを作成します。Router (config)# ip route
cimc-ip-address subnet-mask
ucse slot/port/subport

ステップ 15   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• slot/port/sub-port：Eシリーズサーバがインストー
ルされるスロット、ポート、およびサブポート。

コンフィギュレーションモードを終了します。Router (config)# endステップ 16   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ucse slot/0/1インターフェイスを経由するルータから
CIMCへの接続を確認します。

Router# ping
cimc-ip-address

ステップ 17   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show
running-config

ステップ 18   

（任意）ルータの新しい実行コンフィギュレーション

をスタートアップコンフィギュレーションとして保存

します。

Router# copy
running-config
startup-config

ステップ 19   

次に、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスとルータの ucseスロットの /0/1インター
フェイスによる CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.9Sにだけ適用で
きます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/1
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port ge1
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/1
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

次に、Eシリーズサーバの内部 GE1インターフェイスとルータの ucseスロットの /0/1インター
フェイスを使用する CIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco IOS XE Release 3.10S以降の
リリースに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
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Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface ucse 1/0/1
Router(config-if)# ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# exit

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.2 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.1
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom ge1
Router(config-ucse)# exit

Router(config)# ip route 10.0.0.2 255.255.255.255 ucse 1/0/1
Router(config)# end

Router# ping 10.0.0.2
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.2, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/2/4 ms

Router# show running-config
Router# copy running-config startup-config

E シリーズサーバの外部 GE2 または GE3 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定：Cisco ISR 4451-X

次の図と手順を確認し、その手順に従って、Eシリーズサーバの外部 GE2または GE3インター
フェイスを使用して CIMCアクセスを設定します。
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次の図は、Eシリーズサーバの外部 GE2インターフェイスを使用して CIMCアクセスを設定
する方法を示しています。

（注）

図 10：E シリーズサーバの外部 GE2 インターフェイスによる CIMC アクセスの設定

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• CIMCの IPアドレス。

•ルータにログインするためのユーザ名とパスワード。

• Eシリーズサーバのスロットとポート番号。

手順

目的コマンドまたはアクション

ホストルータで特権 EXECモードを開始します。パ
スワードを入力します（要求された場合）。

Router> enableステップ 1   

ホストルータでグローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

Router# configure terminalステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

Eシリーズサーバがインストールされているスロット
とポート用のucseインターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Router (config)# ucse subslot
slot/port

ステップ 3   

CIMCの IPアドレスと、CIMCが使用する必要がある
デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。

Router (config-ucse)# imc ip
address cimc-ip-address
subnet-mask default-gateway
cimc-gateway-ip-address

ステップ 4   

• cimc-ip-address：CIMCの IPアドレス。

• subnet-mask：IPアドレスに付加するサブネット
マスクであり、ホストルータと同じサブネット

に属する必要があります。

• cimc-gateway-ip-address：デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス。

Eシリーズサーバの外部GE2またはGE3インターフェ
イスを使用して CIMCアクセスを設定します。 Eシ

Router (config-ucse)# imc
access-port {GE2 | GE3} or
Router (config-ucse)# imc

ステップ 5   

リーズサーバインターフェイスの概要：Cisco ISR
access-port shared-lom
{GE2 | GE3} 4451-X, （15ページ）の 5番目と 6番目の項目を参照

してください。

• Cisco IOS XE Release 3.9Sをインストールした場
合は、imc access-port {GE2 | GE3}コマンドを使用
します。

• Cisco IOS XE Release 3.10S以降のバージョンをイ
ンストールした場合は、imc access-port shared-lom
{GE2 | GE3}コマンドを使用します。

ホストルータの特権 EXECモードに戻ります。Router (config-ucse)# endステップ 6   

アドレス設定を確認できるように、ルータの実行コン

フィギュレーションを表示します。

Router# show running-configステップ 7   

次に、サーバの外部GE2インターフェイスによるCIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco
IOS XE Release 3.9Sだけに適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port GE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end
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Router# show running-config

次に、サーバの外部GE2インターフェイスによるCIMCアクセスを設定する例を示します。Cisco
IOS XE Release 3.10S以降のバージョンにだけ適用できます。

Router> enable
Router> password
Router# configure terminal

Router(config)# ucse subslot 1/0
Router(config-ucse)# imc ip address 10.0.0.1 255.0.0.0 default-gateway 10.0.0.2
Router(config-ucse)# imc access-port shared-lom GE2
Router(config-ucse)# no shut
Router(config-ucse)# end

Router# show running-config

CIMC 設定ユーティリティによる CIMC アクセスの設定
ローカルユーザの場合、Cisco IOS CLIまたは CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセ
スを設定します。 Cisco IOS CLIを使用して CIMCアクセスを設定するには、「Cisco IOS CLIを
使用した CIMCアクセスの設定」を参照してください。

CIMC Configuration Utilityを使用して CIMCアクセスを設定した場合、設定は Cisco IOS設定
として反映されません。つまり、Cisco IOSから show running-configコマンドを実行した場合、
CIMC Configuration Utilityを使用して行った変更は反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 ルータの電源を投入します。

ステップ 2 キーボードとモニタを Eシリーズサーバの前面パネルに接続します。

ステップ 3 電源ボタンを押して、Eシリーズサーバをブートします。 ブート中に、F8の押下を求めるプロ
ンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、F8を押します。
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[CIMC Configuration Utility]が表示されます。

図 11：CIMC Configuration Utility

ステップ 5 CIMC Configuration Utilityを使用して NICモードと NICの冗長性を設定し、DHCPをイネーブル
にするか、スタティックなネットワーク設定を指定するかを選択します。

a) [NICmode]領域から、CIMCへのアクセスに使用するポートを選択します。次のオプションが
あります。

• [Dedicated]：CIMCへのアクセスに 10/100 IMCポートを使用します。

• [Shared LOM]（デフォルト）：CIMCへのアクセスに 4つの 1 Gbイーサネットポートを
使用します。これが出荷時のデフォルト設定です。

b) [NIC redundancy]領域で、NICの冗長性を選択します。次のオプションがあります。

• [None]：イーサネットポートは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバー
を行いません。

• [Active-standby]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場合、スタンバイ
ポートにトラフィックがフェールオーバーします。これが出荷時のデフォルト設定です。

c) [IPV4 (Basic)]領域で、次のいずれかの操作を実行します。
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• [DHCPEnabled]：ダイナミックなネットワーク設定のためにDHCPをイネーブルにするに
は、このオプションを選択します。 DHCPをイネーブルにするには、DHCPサーバにこ
のサーバのMACアドレスの範囲をあらかじめ設定しておく必要があります。MACアド
レスはサーバ背面のラベルに印字されています。このサーバでは、CIMCに 6つのMAC
アドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6
つの連続MACアドレスのうち最初のものです。

• [CIMC IP]：CIMCの IPアドレス。

[Subnet Mask]：CIMCの IPアドレスに付加するサブネットマスクを入力します。ホスト
ルータと同じサブネットに属する必要があります。

[Gateway]：デフォルトゲートウェイルータの IPアドレス。

d) （任意）[VLAN (Advanced)]領域で、VLAN設定を指定します。
e) F5を押してページを更新します。新しい設定が表示されます。
ページの更新には、約 45秒かかります。

f) F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。
DHCPのイネーブル化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスが
ブートアップ時にコンソール画面に表示されます。

ステップ 6 ステップ 5のサブステップ aで [NICMode]設定に選択したポートを使用して、LANから Eシリー
ズサーバにイーサネットケーブルを接続します。

ステップ 7 Webブラウザで、CIMCにアクセスするために設定した IPアドレスを入力します。 CIMC IPアド
レスは、ステップ 5のサブステップ cで指定した設定に基づいています（スタティックな IPアド
レスまたは DHCPサーバから割り当てられた IPアドレス）。
CIMCのログインに使用するデフォルトのユーザ名はadmin、デフォルトのパスワードはpassword
です。

ステップ 8 CIMC GUIまたは CIMC CLIを使用してサーバの管理とモニタを行います。
『GUI Configuration Guide for Cisco UCS E-Series Servers』または『CLI Configuration Guide for Cisco
UCS E-Series Servers』を参照してください。

スクリプトファイルによるネットワークのスタティック

設定の定義
ここでは、スクリプトファイルを使った自動構成処理により、複数サーバのスタティックネット

ワーク設定の指定を行う手順について説明します。
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手順

ステップ 1 テキストエディタを使って、network.cfgという名前のファイルを作成します。

ステップ 2 設定するタグのみを使用して、次の形式で network.cfgのコンテンツを作成します。
dhcp-enabled:
v4-addr:
v4-netmask:
v4-gateway:
vlan-enabled:
vlan-id:
vlan-priority:
password:
mode:
redundancy:

たとえば、DHCPをディセーブルにするには、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、
およびユーザパスワードを設定します。以下は、使用できるサンプル値です。

dhcp-enabled: 0
v4-addr: 10.193.70.102
v4-netmask: 255.255.255.0
v4-gateway: 10.193.70.1
password: nonpasswd
mode:
redundancy:

ステップ 3 テキストエディタを使用して、startup.nshという名前のファイルを作成し、次の内容を設定しま
す。
fs0:
cimcconfig

ステップ 4 network.cfgファイルと startup.nshファイルを USBメモリにコピーします。

ステップ 5 USBメモリをサーバの USBポートに接続します。

ステップ 6 電源ボタンを押して放し、サーバをブートします。

ステップ 7 ブート処理を見て、BIOSブートマネージャへの切り替えメッセージが表示されたら F6キーを押
します。

ステップ 8 EFIをブートデバイスに選択し、Enterを押します。
サーバの電源が一度オフになった後にもう一度オンになり、構成ユーティリティが起動して

startup.nshファイルが実行されます。エラーがある場合は、画面と errors.txtファイルに出力され
ます。

ステップ 9 USBメモリを取り外し、network.cfgファイルを次の IPアドレスに変更して、次に設定するサーバ
に USBメモリをセットします。

ステップ 10 サーバに IPアドレスを割り当てた後、そのアドレスを使用してサービスプロセッサの GUIまた
は CLI管理システムにアクセスできます。
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